

































































































































































































































































































Ｇ八123:面)=吾Ｍ２3)云三÷ ｡“(123)， (50） 
となる。ここで、Ｅｑ.(22)より
作浬く几|`帯|ル
ール÷<入に'岬， （51） 
である。Ｋ→｡。の極限では、几→Ｅ２（energy）およびβ→Ｐ２（momentum）であるから、
＜小｡|几＞～Ｅとして
〃～〃e-★Ｅ （52） 
である。
したがって、
害ﾊﾟｺﾞｰﾉ"ニノⅢ÷‘
となる。
5．Modelspaceの歪み
これまで、modelspaceはアプリオリーに歪んでいると仮定してきた。何故、我々のmodel
spaceは歪むのか。そのことについて考えよう。ただし、ここでの議論は正規な物理の議論とは
いい難く、単に憶測にすぎないことを断っておく。というのは、議論は正確さに欠け、より掘
り下げて検討しなければならない個所が多々あるからである。
歪んだ空間としてよく使われるのはEinstein方程式の真空解であろう。しかし、ここでは、
１０ 古尾谷泉
別の可能`性について考えよう。
今、自由な（禅の）電子を電場Ｅで引っぱる場合を考えよう。電子の電荷と質量をCOおよ
び碗０とすると、αを加速度として、電子の運動方程式は
川α＝COE， （54） 
であたえられる。Ｅｑ.(54)は電子の運動を記述する式ではあるが、同時に、３つの量から残りの
一つの量の単位を決定する方程式と考えることが出来よう。例えば、α＝CO＝Ｅ＝１とおけ
ば腕｡＝１であるが、これを質量、すなわち、energyの単位に採ることは可能であろう。
電磁場との相互作用があれば、棒の電荷と質量の値は変更をうける。それらを６eおよび伽
とすると、電荷と質量は、
ｅ＝CO＋６ｅおよび腕＝川十６肌 （55） 
とシフトする。攝動論を用いて、DCおよび６腕を計算すると、それらは無限大になってしまう。
諸々の物理量を計算し、それらを実験値と比較する際には、Ｅｑ.(55)であたえられた無限大量ｅ
と碗とは、それらの測定値でおきかえられる。このくりこみの処方によって、電磁量子力学は
驚く程良い精度で実験値を再現出来ることが示された。くりこまれた後のｅや腕はspace-like
な４－momentumtransferに依存する。また、ここに到るまでの途中の計算式をながめてみると、
電荷や質量の値はかけられた外場の強さにも依存するように思える（このことは、詳しく検討
する必要はあるが)。ここで、前者は量子効果であるが、物理の単位を決定するのは古典的な操
作であるから、後者の依存性のみを考えることにしよう。いづれにしても、電荷の値は`恒常的
な定数ではない。実際には、電場Ｅ自身も変化するであろう。また、運動方程式は複雑な式と
なろうが、議論をしやすくするために、また、いわんとすることを明確にするために、運動方
程式は象徴的に、
腕(E)α＝ｅ(Ｅ)Ｅ， （55） 
と書くことにしよう。ここで、電荷と質量はＥに依存するとし、これらを、ｅ(E)および腕(E）
と書いた。
ここで、Ｅ二０付近では、Ｅｑ.(55)でα＝ｅ(0)＝Ｅ＝１とおけば腕(0)＝１であり、質量、すなわ
ち、energyの単位に採ることが出来よう。次に、Ｅ>〉０の場合はどうであろうか。この場合に
は、実際に、観測にかかる方程式は、Ｅ二０における式加(0)α＝ｅ(0)Ｅではないので、Ｅ＝０
で定めた単位系はもはや使用できないのではないか。Ｅ>〉０では式そのものが変化してしまう。
現代物理学は、観測量の上に組み立てられており、測定する手段のないものは意味をもたない。
このことのよい例は、時刻とenergyとを同時に正確に測定する手段を人はもたないので、不確
定性原理が成立し、また、光より速い伝達手段をもたないので、宇宙全体に一様に流れる絶対
時間の存在は否定される。このように考えてくると、Ｅ二０で採用した単位系
発散のないmodelの試作（Ⅳ） 1１ 
α＝ｅ(0)＝Ｅ＝籾(0)＝１は方程式腕(0)α＝ｃ(0)Ｅから決められるが、Ｅ>〉０では、ｅ(O）も腕(0）
も、それぞれｅ(E)と川E)に変化してしまう。したがって方程式腕(0)α＝ｅ(0)ＥはＥ>〉０では
もはや、使用不可能となってしまう。そのため、Ｅ＝Ｏのとき定めた単位系は、Ｅ>〉０では、
それを決定する手段を、もはや、もたないことになりはしまいか。Ｅ>〉０で単位系を定めるた
めには、方程式腕(E)α＝ｃ(E)Ｅを用いなければなるまい。このようなことがいえるとすると、
我々は、それぞれのＥのところで、別々の単位系を採用しなければならないことになる。いい
かえると、Ｅの異なる空間は、互に無関係な独立した空間になってしまう。このことが、Van
Hoveのいう“国有値問題を解くのに用いる空間は、Hamiltonianごとに異なっていて、それら
を結びつけるunitary変換は存在しない，，、という定理の物理的解釈であると考えられはしない
か。
では、一体、これらの独立した、ばらばら単位系をもつ空間を統合することが可能になるた
めには、どのようなことが考えられるであろうか。おそらく、そのためには、これらのばらば
らな空間が共有する不変量一無限大量一の存在が必要なのではなかろうか。我々のmodelでは、
そのような量が存在し、それが電荷なのである。しかし、そのことの代償として、物理空間は
歪んでしまうのである。
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